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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成26（2014）. 2 . 20みんなでごみをヘラスンジャー▽皆さんが出したごみは、埋め立て量をできる限り減らすため、焼却

処理していますが、燃やせばCO2が出ます。地球温暖化の防止のためにも、ごみの減量が大切です。
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市
で
は
、
生
ご
み
を
食
物
資
源
と
位
置

づ
け
、
分
別
収
集
し
、
資
源
化
（
堆
肥
化
）

す
る
「
食
物
資
源
循
環
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

分
別
収
集
さ
れ
た
食
物
資
源
が
ど
の
よ

う
に
堆
肥
化
さ
れ
て
い
る
の
か
を
ご
覧
い

た
だ
く
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
、
出
来
上
が
っ
た

堆
肥
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

３
月　

日
（
水
）（
雨
天
決
行
）

１２

集　

合　

午
後
１
時　

分
、
市
役
所
正
面

３０

玄
関
前

※
解
散
は
、
午
後
５
時
ご
ろ
を
予
定
。

と
こ
ろ　

高
根
商
事
叙
エ
ル
デ
ガ
ー
デ
ン

（
西
多
摩
郡
瑞
穂
町
）

食

物

資

源

堆

肥

化

工

場

見

学

会

定　

員　
　

人
２０

申
込
み　

３
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
ご

１０

み
減
量
対
策
課（
市
役
所
４
階
）へ
（
電
話

可
、
先
着
順
）
緯　
（
３
４
６
）９
５
３
５

０４２

  
怯
う
れ
し
い
ね
防
火
で
笑
顔
の
人
と
町

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
こ
の
季
節
、
全
国
で
一
斉
に
春
の
火
災

予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
か
ら
尊
い
生
命
を
守
る
た
め
に
も

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い

▽
調
理
中
の
火
災
に
気
を
付
け
る

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

春
の
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日（
土
）〜
７
日（
金
）

小
平
消
防
署

▽
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い

▽
定
期
的
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動

確
認
を
す
る
（
詳
し
く
は
、
製
品
の
取
扱

説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

怯
消
防
少
年
団
員
募
集

活
動
日　

土
曜
・
日
曜
日
を
中
心
に
月
１
・

２
回
程
度

対　

象　

市
内
在
住
の
新
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生

活
動
内
容　

１
１
９
番
通
報
の
し
か
た
や

消
火
器
の
使
い
方
、
救
助
に
使
う
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
、
応
急
救
護
訓
練
や
Ｄ
級
可
搬
ポ

ン
プ
取
扱
訓
練
、
火
災
予
防
広
報
活
動
、

キ
ャ
ン
プ
ほ
か

申
込
み　

３
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、
小

平
消
防
署
警
防
課
地
域
防
災
担
当
へ
緯　
０４２

（
３
４
１
）
０
１
１
９

 　

都
税
の
納
付
に
は
安
心
便
利
な
口
座
振

替
が
利
用
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
利

用
し
て
い
る
預
貯
金
口
座
か
ら
、
納
期
の

末
日
（
納
期
限
）
に
、
自
動
的
に
納
税
で

き
る
便
利
な
制
度
で
す
。

問
合
せ　

主
税
局
徴
収
部
納
税
推
進
課
口

座
振
替
係
緯　

（
５
９
１
２
）
７
５
２
０

０３

 
怯
予
備
自
衛
官
補

　

予
備
自
衛
官
補
は
、
自
衛
隊
経
験
の
な

い
一
般
国
民
の
中
か
ら
採
用
す
る
制
度
で

す
。

　

一
般
公
募
お
よ
び
技
能
公
募
に
分
か

れ
、
一
般
は
３
年
以
内
に　

日
間
、
技
能

５０

は
２
年
以
内
に　

日
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

１０

育
訓
練
に
参
加
し
、
終
了
後
、
予
備
自
衛

官
と
な
り
ま
す
。
身
分
は
非
常
勤
の
特
別

都
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

立
川
都
税
事
務
所

自

衛

官

募

集

職
国
家
公
務
員
で
、
日
額
７
千
９
百
円

（
教
育
訓
練
召
集
参
加
日
数
分
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
一
般
は

　

歳
以
上　

歳
未
満
、
技
能
は　

歳
以
上

１８

３４

１８

で
、
保
有
す
る
技
能
に
応
じ　

歳
〜　

歳

５３

５５

未
満
の
方

試
験
日　

４
月　

日
（
金
）
〜　

日
（
火
）

１１

１５

の
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

申
込
み　

４
月
２
日
（
水
）
ま
で
に
、
問

合
せ
先
へ

怯
一
般
幹
部
候
補
生

応
募
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満
（　

歳

２０

２６

２２

未
満
は
大
卒
者
で
見
込
み
を
含
む
）
お
よ

び
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）

は　

歳
未
満

２８
試
験
日
（
一
次
）　

５
月　

日
（
土
）・　

１０

１１

日
（
日
）

※　

日
は
飛
行
要
員
の
み
。

１１
申
込
み　

４
月　

日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

２５

に
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
国

分
寺
募
集
案
内
所
緯　

（
３
２
４
）
１
０

０４２

１
０

　

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
医
療
費
の

自
己
負
担
額
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用

者
負
担
額
の
世
帯
で
の
年
間
合
算
額
（
平

成　

年
８
月
〜
平
成　

年
７
月
）
が
高
額

２４

２５

と
な
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
限
度
額
（
左

表
参
照
）
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
払
い

戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
問
合
せ
先
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
９

 
怯
旬
野
菜
を
食
べ
よ
う　

小
平
う
ど
の
お

い
し
い
レ
シ
ピ

と　

き　

３
月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１３

１０

〜
午
後
１
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
実
習
室

費　

用　

無
料

対　

象　

市
民

定　

員　
　

人
２４

※
平
成　

年
以
降
に
う
ど
料
理
講
習
会
を

２３

受
講
し
た
方
は
、
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

講　

師　

熊
坂
美
穂
さ
ん
（
栄
養
士
、
食

う
ど
料
理
講
習
会

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
布
巾

共　

催　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
、
小

JA

平
市
野
菜
組
合
う
ど
部
会

申
込
み　

２
月　

日
（
木
）
ま
で
（
必
着
）

２７

に
、
は
が
き
に
「
う
ど
料
理
講
習
会
申
込

み
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
問
合
せ
先
へ

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果

を
全
員
に
送
付
）

問
合
せ　

地
域
文
化
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
３
２

 　

市
の
特
産
品
の
一
つ
で
あ
る
う
ど
が
旬

を
迎
え
て
い
ま
す
。
新
鮮
な
香
り
と
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
魅
力
で
す
。
こ

の
う
ど
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
即
売
会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
４
日
（
火
）　

午
前
９
時

か
ら

※
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
。

と
こ
ろ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
駐
車

JA

場（
西
武
線
青
梅
街
道
駅
下
車
徒
歩
１
分
）

※
箱
売
り
、
地
方
発
送
も
で
き
ま
す
。

主　

催　

小
平
市
野
菜
組
合
う
ど
部
会

問
合
せ　
　

東
京
む
さ
し
小
平
支
店
指
導

JA

経
済
課
緯　

（
３
４
１
）
０
０
３
８

０４２

小
平
の
伝
統
野
菜

う

ど

即

売

会

　

市
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
を
対
象
に
、
都
営
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

抽
選
に
よ
り
当
選
し
た
方
の
資
格
を
確

認
し
た
う
え
で
入
居
予
定
者
と
し
て
決
定

し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
は
、
高
齢
者
が
安
全
で

快
適
な
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
た
住
宅
で
す
。

募
集
戸
数　

左
表
の
と
お
り

申
込
み
で
き
る
方　

次
の
陰
〜
吋
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
方

陰
市
内
に
３
年
以
上
住
所
を
有
す
る　

歳
６５

以
上

隠
所
得
が
、
単
身
用
は
２
百　

万
８
千
円

５６

以
下
、
２
人
世
帯
用
は
２
百　

万
８
千
円

９４

以
下
で
あ
る

韻
▽
単
身
用
…
現
に

同
居
す
る
親
族
が
い

な
い　

▽
２
人
世
帯

用
…
同
居
親
族
が　
６５

歳
以
上
（
た
だ
し
、

配
偶
者
は
お
お
む
ね

　

歳
以
上
）

６０吋
住
宅
に
困
っ
て
い

る※
詳
し
く
は
、
申
込

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
平
成　

年
２
月
に

２６

東
京
都
が
募
集
す
る

都
営
住
宅
に
応
募
し

た
方
も
、
今
回
の
地

元
割
当
募
集
に
申
込

み
で
き
ま
す
。

※
申
込
み
の
際
は
、

　

円
切
手
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

５０申
込
用
紙
配
布
・
受
付
期
間　

２
月　

日
２７

（
木
）
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

３０

時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

配
布
場
所　

高
齢
者
福
祉
課
（
健
康
福
祉

事
務
セ
ン
タ
ー
２
階
）、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所

申
込
み　

受
付
期
間
中
に
、
問
合
せ
先
へ

持
参

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
６
４
２

 
怯
府
中
郷
土
の
森
で
梅
の
花
を
観
賞
し
て

ビ
ー
ル
工
場
で
見
学
と
試
飲
す
る

と　

き　

３
月
６
日
（
木
）　

雨
天
実
施

集　

合　

午
前
９
時　

分
、　

府
中
本
町

３０

JR

駅
改
札
口
前

※
解
散
は
午
後
３
時　

分
ご
ろ
、　

府
中

３０

JR

本
町
駅
。

コ
ー
ス　

府
中
本
町
駅
們
下
河
原
緑
道

（
鉄
道
廃
線
跡
）們
郷
土
の
森
博
物
館（
梅

林
、
復
元
建
物
、
博
物
館
本
館
）
們
郷
土

の
森
公
園
們
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー
ル
工
場

（
製
造
工
程
の
見
学
、
試
飲
）
們
府
中
本

町
駅　

約
４
㌔
㍍

費　

用　

参
加
料
６
百
円
、
郷
土
の
森
博

シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

物
館
入
場
料
２
百
円

持
ち
物　

昼
食
（
園
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
あ

り
）、
飲
み
物

申
込
み　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
緯　

（
３
４
４
）
２
１
２
０

０４２

 
怯
４
月
〜
５
月
中
旬
の
募
集

コ
ー
ス　

▽
入
門　

▽
ワ
ー
ド　

▽
エ
ク

セ
ル　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

▽
自
由
コ

ー
ス

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー対　

象　

中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
民
館
、
図

書
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

３
月
６
日
（
木
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
・
番
号
を

記
入
の
う
え
、
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒　

們
０
０
３
１　

小
川
東
町

１８７

四
丁
目
２
番
１
号
）
へ
緯　

（
３
４
４
）

０４２

２
１
２
０
、
死ksc08@

opal.ocn.

      
          

ne.j

    p  パ
ソ
コ
ン
教
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

高
額
医

高
額
医
療療
・・
高
額
介

高
額
介
護護

合
算
制

合
算
制
度度

高
齢
者
向
け
都
営
住
宅
（
あ
き
家
地
元
割
当
）

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
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お知らせします

柑休暇等（平成２５年４月１日現在）
　職員の休暇等は、年次休暇、病気休暇、公民権の行使、骨髄移植休暇、結婚休暇、
産前産後休暇、育児時間、出産介護休暇、生理休暇、妊婦の健診等、妊婦の通勤緩
和、忌引、父母の祭日、災害等による交通遮断、長期勤続休暇、ボランティア休暇、
夏季休暇、子の看護休暇、介護休暇、育児休業、部分休業等があります。
　なお、年次休暇の平成２４年の平均取得日数は１１.１日です。

自己負担限度額（年額）
国保＋介護保険所得区分 ７０歳未満を含む場合７０～７４歳

１２６万円６７万円現役並み所得者
（上位所得者）

６７万円５６万円一般

３４万円３１万円低所得者Ⅱ
１９万円低所得者Ⅰ

※限度額は世帯単位です。
※高額療養費または高額介護サービス費として支給され
た金額は、自己負担額から差し引いて計算します。

※限度額を超えた金額が５００円未満の場合は支給対象とな
りません。

※低所得者Ⅰ・Ⅱとは、住民税非課税世帯などです。

　小平市人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例に基づき、平成２４
年度の人事行政の運営等の状況を公
表します。
問合せ　職員課緯０４２（３４６）９５１４

募集する都営高齢者住宅（シルバーピア）
予定使用料
（円）専用面積間取り募集

戸数区　分所　在　地
（住　宅　名）

１５,４００～３１,９００３２.０１㎡
～３２.０９㎡

和６、ＤＫ

５

単身用
あき家

大沼町７－１
（大沼町一丁目）

１５,４００～３０,２００３２.０１㎡２小川西町２－２９
（小川西町二丁目第２）

１８,２００～３５,７００３５.６２㎡１大沼町１－１
（大沼町一丁目第３）

２６,４００～５１,８００５４.９７㎡
和６、和６、
ＤＫ

１

２人
世帯用
あき家

小川西町２－２９
（小川西町二丁目第２）

２９,７００～５８,３００５８.４８㎡１小川西町４－１８
（小川西町四丁目）

２７,３００～５３,６００５３.３３㎡
洋６、和６、
ＤＫ

１大沼町１－１
（大沼町一丁目第３）

２７,４００～５３,８００５３.４０㎡１花小金井４－２１
（花小金井四丁目）
※入居はいずれも平成２６年８月です。

主な研修内容等受講者数区　　分
新任および職層別・経験年数別の研修３０７人一般研修

東京都市町村
職員研修所 政策・法務、情報処理、情報倫理、税務、子育て支援、保

育士、男女共同参画社会形成等１６６人実務研修等

日本経営協会、市町村職員中央研修所、全国建設研修センタ
ー等１７１人その他派遣研修

職層別、保育士、接遇、男女共同参画・セクシュアルハラスメ
ント防止、公務員倫理、労働安全衛生、健康講座、メンタルヘ
ルス、人事考課等

１，１０９人市独自研修

７　職員の研修および勤務成績の評定の状況
敢職員研修（平成２４年度）
　職員の能力を開発し、公務能率を向上させ、よりよい市民サービスを提供
するため、さまざまな研修を行っています。

柑勤務評定（平成２４年度）
　職員の職務で発揮された能力
などについて、毎年、評定を行
っています。

１回評定の回数
１月評定の時期

８７８人（６８人）評定対象人数
※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

８　職員の福祉および利益の保護の状況
敢福利厚生制度
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第４２条の規定に基づき、小平市
職員互助会を設置し、職員の元気回復、その他福利厚生に関する事業を行っ
ています。この互助会は、職員の会費および市の負担金などで運営されてい
ます。

受診者数区　　分
７２１人定期健康診断
３９２人その他検診（※）

※ＶＤＴ健康診断、肺がん検診、胃がん検診、
大腸がん検診。

桓健康診断等（平成２４年度）
　職員の健康管理のため、毎年、健康
診断等を実施しています。平成２４年度
の実施状況は、右表のとおりです。

死亡傷病区　分
０件２件公務災害
０件２件通勤災害

柑公務災害等（平成２４年度）
　公務上または通勤途上の災害により負傷等をし
た場合には、地方公務員災害補償基金から一定の
補償が行われます。平成２４年度の発生状況は、右
表のとおりです。

懲戒処分分限処分
区　分

戒告減給停職免職降給降任休職免職
０件０件０件０件０件０件４６件０件処分件数

※処分件数は、延べ件数であり、休職の期間が更新された場合は、そのつど新たな処分が行われた
ものとして計上しています。

５　職員の分限および懲戒処分の状況（平成２４年度）
　分限処分は、職員の勤務成績がよくない場合、心身の故障のため職務の遂
行に支障がある場合など、公務能率の維持を目的として、本人の意に反して
その身分に不利益な変動をもたらす処分であり、免職、休職、降任、降給の
４種類があります。
　懲戒処分は、職員が法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしく
は職務を怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあっ
た場合に公務員関係の秩序を維持するため、職員の道義的責任を追及して行
う処分であり、免職、停職、減給、戒告の４種類があります。
　平成２４年度における新たな処分は、次のとおりです。

内　　　　容区　　分
職員は法令等に従い、かつ、上司の命令に忠実に従わなければなりま
せん職務命令等に従う義務

職員はその職の信用を傷つけ、または職全体の不名誉となる行為をし
てはなりません信用失墜行為の禁止

職員は職務上知り得た秘密を漏らしてはなりません守秘義務
職員は法令上特別の定めがある場合を除くほか、勤務時間中全力で職
務を遂行しなければなりません職務専念義務

職員は政党その他の政治的団体の結成に関与する等の政治的行為を
してはなりません政治的行為の制限

職員は争議行為等が禁止されています争議行為等の禁止
職員は許可を受けなければ、営利企業等に従事することができません営利企業等の従事制限

６　職員の服務の状況
　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務を遂行
しなければなりません。職員が職務を遂行するにあたり守るべき義務は、次
のとおりです。

年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数
０件０件０件０件

９　公平委員会の業務の状況
敢勤務条件に関する措置の要求（平成２４年度）
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して市
の当局により適当な措置がとられるべきことを要求することができます。平
成２４年度の要求は、次のとおりです。

桓人事管理に関する苦情処理（平成２４年度）
　職員は、公平委員会に対して勤務条件その他の人事管理に関する苦情の申
し出および相談を行うことができます。平成２４年度の苦情処理は、次のとお
りです。 年度末未処理件数年度中処理件数年度中相談件数

０件０件０件

柑不利益処分に関する不服申立て（平成２４年度）
　職員は、懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けたときは、公平委
員会に対して不服申立てができます。平成２４年度の申立ては、次のとおりで
す。 年度末係属件数年度中処理件数年度中申立て件数年度当初係属件数

０件０件０件０件

柑役職別職員数（平成２５年４月１日現在）
　職員の役職別・男女別職員数は、次のとおりです。

①事務・技術系職員
女男全　体役　職
２人１６人１８人部 長 お よ び 部 長 相 当 職

４人４７人
（１人）

５１人
（１人）課 長 お よ び 課 長 相 当 職

１５人５０人６５人課長補佐および課長補佐相当職
３６人１０５人１４１人係 長 お よ び 係 長 相 当 職
１０９人
（９人）

８３人
（５６人）

１９２人
（６５人）主 任 職

１９３人１６９人３６２人主 事 職

３５９人
（９人）

４７０人
（５７人）

８２９人
（６６人）計

②技能労務系職員
女男全　体役　職
０人０人０人統括技能長職
１７人０人１７人技 能 長 職
６１人

（１人）
４人

（２人）
６５人

（３人）技能主任職

４人１人５人主 事 職
８２人

（１人）
５人

（２人）
８７人

（３人）計

※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

前年度
比較

平成２５年
４月１日
現　 在
職 員 数

退職等の状況採用等の状況
平成２４年
４月１日
現　 在
職 員 数

計
他団体
への
派遣

退　職

計
他団体
からの
派遣戻り

採　用

普通等勧奨定年平成２５年
４月１日

平成２４年４
月２日～２５
年３月３１日

▲５人
（１人）

９１６人
（６９人）

３９人
（９人）

０人１０人
（９人）

７人２２人３４人
（１０人）

３人２８人
（１０人）

３人９２１人
（６８人）

職員
数
※（　）内の人数は、再任用短時間勤務職員の外書き人数です。

桓職員採用等および退職等（平成２４年４月２日～平成２５年４月１日）
　職員の採用等および退職等は、次のとおりです。

採用者数受験者数１次試験実施日職　　種
０人１６人平成２４年４月２２日一 般 技 術 （ 土 木 ）
１人１７人一 般 技 術 （ 建 築 ）
０人０人

平成２４年７月２２日
一般事務（身体障がい者対象）

１人７人一 般 技 術 （ 土 木 ）
１人５人保 健 師
９人１６４人平成２４年９月１６日一 般 事 務
０人１人一般事務（身体障がい者対象）
２人１９８人平成２４年１０月２８日一 般 事 務 （ 民 間 経 験 者 対 象 ）
０人１人

平成２４年１２月２日

一般事務（身体障がい者対象）
０人１７人一 般 技 術 （ 土 木 ）
１人５人保 健 師
９人２８人保 育 士
１人２０人栄 養 士
５人２１４人平成２４年１２月１６日一 般 事 務
１人１人平成２５年２月３日一般事務（身体障がい者対象）
３１人６９４人計

２　職員の競争試験の状況
敢職員採用試験の実施状況（平成２４年度）
　平成２４年度に実施した、職員の採用試験は、次のとおりです。

３　職員の給与の状況
敢職員の平均給料月額および平均年齢（平成２５年４月１日現在）
　平成２５年４月１日現在、手当を除いて職
員に支給される給料の１人当たりの平均支
給月額と平均年齢は、右表のとおりです。

※詳細は、市報こだいら平成２５年１２月５日号の「小平市職員の給与」の記事を併せてご覧ください。また、
「小平市職員の給与」は小平市ホームページからもご覧になれます。

平均年齢平均給料月額区　分
４０.１歳３２３,１３７円一般行政職
４９.６歳３２１,０２１円技能労務職

４　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
敢職員の勤務時間（平成２５年４月１日現在）
　職員の標準的な勤務時間は、次のとおりです。

休憩時間終了時刻開始時刻勤務時間
正午から１時間午後５時１５分午前８時３０分週３８時間４５分

※保育園、図書館など不規則な勤務に従事する職員については、勤務時間は週当たり３８時間４５分となるよ
うに勤務の割り振りを行っています。
※再任用短時間勤務職員の勤務時間は、週当たり３１時間以内です。

１　職員の任免および職員数に関する状況
敢任命権者別一般職の職員数（平成２５年４月１日現在）
　条例上の職員定数は市全体で１,０７５人ですが、実際の定数内職員数は９０１人です。

職員数計定数外職員数定数内職員数定　　数任命権者
１１人１１人１１人議 会 事 務 局
７１３人１５人６９８人７８８人市 長 部 局
１８４人１８４人２６８人教 育 委 員 会
４人４人４人選 挙 管 理 委 員 会
４人４人４人監 査 事 務 局

（３人）（３人）（３人）農 業 委 員 会
９１６人１５人９０１人１，０７５人計

※（　）の農業委員会の職員は、市長部局の職員が兼務しています。
※定数内職員数は、教育長、臨時および非常勤職員を除いた人数です。また、定数外職員数は、公益的法
人などへの派遣職員数です。
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ト
リ
ッ
ジ
の

専
用
回
収
箱
を
設
置
し
、
資
源
と
し
て
の

回
収
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関
風
除
室
内

回
収
対
象　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
企
業
６

社
（
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
叙
・
ブ
ラ
ザ
ー
販
売

叙
、
キ
ヤ
ノ
ン
叙
・
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
叙
、
デ
ル
叙
、
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ

ン
叙
・
エ
プ
ソ
ン
販
売
叙
、
日
本
ヒ
ュ
ー

レ
ッ
ト
・
パ
ッ
カ
ー
ド
叙
、
レ
ッ
ク
ス
マ

ー
ク
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
叙
）が
製
造
・

販
売
す
る
純
正
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

※
著
し
い
破
損
品
、
改
造
品
は
リ
サ
イ
ク

ル
の
障
害
と
な
る
た
め
、
入
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
（
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
以
外
の
袋
や
箱

な
ど
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）。

※
店
や
事
業
所
で
使
用
し
た
も
の
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。

怯
回
収
後
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

　

回
収
さ
れ
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
選
別
さ
れ
、
再
生
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
ボ
ー

ル
ペ
ン
や
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
原
料

と
し
て
再
生
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
含
ま
れ
る
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
か
ら
は
、
貴
金
属
な
ど
も
再
生

さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
３
５

国
民
健
康
保
険

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
入
居
者
募
集


